
 

 

 

 

 

 

日時: 2021年 3月 31日(水) 17:０0～18:00 

場所: 九州女子大学 弘明館 1Ｆ B103 

対象: 九州共立大学硬式野球部  ４３名 
 

九州共立大学硬式野球部の部長 長谷川先生よりスポーツ栄養研究センター  

所長 巴 美樹教授へ栄養指導の依頼

があり、上記の通り開催されました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

スポーツ栄養研究センター 

  九州女子大学 巴教授による硬式野球部への栄養指導 

 

現在、スポーツ栄養研究センターは 

硬式野球部の栄養状態を把握するため、

食事調査および血液検査、体組成の測

定、身体能力の測定、主観的アンケートを

行っています。 

 今回はその結果を基に栄養指導が 

行われました。 

 

硬式野球部の食事調査から、すべての

栄養素が基準値より少なく、特にスポー

ツ選手にとって必要なカルシウム、鉄、

レチノール、ビタミン B 群の不足が問題

とされました。 

さらに血液検査結果についても丁寧

な解説があり、学生は検査値を真剣な眼

差しで見つめながら、必死でメモをとっ

ていました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積極的に質問をしている様子 

また、体重当たりのたんぱく質摂取量と骨格筋率の関係をみると、ホエー(乳清)を主体
としたプロテイン摂取などにより、たんぱく質を摂りすぎても骨格筋率には影響がなく、

プロテインばかりを摂取することよりも、食事のベースをきちっと整えることの重要性が
伝えられました。 

 

講義終了後も質問したい学生
の列が途切れない様子 

血液検査結果について、 
一人一人丁寧に答えられる 
巴教授 

学生達は自らの食事を振り返り、食事摂取の 
バランスの悪さを実感した様子で、すぐにでも 
改善したいとばかりに多くの質問がありました。 

講義内容がノート
にビッチリとメモ
されています！ 

部長 長谷川先生からの感想 

寮での食生活について、厳しい指摘をいた
だいた。特に欠食によるエネルギー不足や、カ
ルシウム、ビタミンの不足は何回も指摘されて
いる点であり、改善が必要だと感じた。この環
境を利用し、講習会や栄養相談を通じて食事
に関心を持ち、セルフコントロールのできる選
手になってもらいたい。 



 

 

 

 

 

 

 

＜アンケート項目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 本日の講義はいかがでしたか？(2) 内容は理解できましたか？(3) 内容はどうでしたか？ (4) 実行しようと思いましたか？

①とても良かった ①とても理解できた ①とても難しかった ①すぐに実行したい

②良かった ②理解できた ②難しかった ②近いうちに実行したい

③普通 ③普通 ③普通 ③わからない

④やや悪かった ④ややわからなかった ④やや簡単だった ④実行しない

⑤悪かった ⑤わからなかった ⑤簡単だった ⑤その他
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栄養指導受講後のアンケート結果 

アンケート結果から、学生は講義内容をよく理解し、食事を改善しようとする熱意が 
伝わってきました！ 
また、今回も巴教授は学生からのアンケートに記載された質問に対して、すぐにメール 

で一人一人全員に返信されました。 



学生からの感想の一部をご紹介します。アンケート結果や感想からもスポーツ栄養研究所 

ならではの「すぐに実践できる・わかりやすい栄養指導」が実現されました！ 

 

(5) χḇ ʾל

ʾ χΩῇτ τמ ΥΚϥⱲψʺ ậϬ ϓθ Υ ΜρᾠμοΜϘΰθΥʺ ậτמ Ϭ Πϥ῟ᴮΥΚϥχπΰϡΞΤʻ

ʾ ∂ψ χУкАЀз˔ϞϕΞϦϭ ψ ϓϘβΥʺ τϷІІЮχ ∙ψΚϤϘβΤˁ

ʾὙʺ ʺẞϬ ο μθ Υ ΜρΚϤϘΰθΥʺ έρπ ΠοΜΨϢΞσἹπϜ ΜπΰϡΞΤʻẞψ ΰ Υ‰Ψʺ

ΜξϣΜπβʻ

ʾ ẈϙχⱲḧΥ σΜχπʺḛ τπΦϥ ϬễΠοϕΰΜπβʻ

ʾϷТχ ψ ⱧΥπσΜχπβΥʺ3 χΣββϛχЮИв˔ϬễΠοΜθιΦθΜπβʻ

ꜛ θκΥ ︡ΰσΪϦωσϣσΜϜχΥ ΨρϦοσΨʺ ⱧχρϤ Υ ΨπΦοΜσΜάρϬ ϤϘΰθʻРЌЬрBἪϞ

CἪσςʺӟᵰρρμοΜσΜάρϜ ΤμοʺРЌЬрϜ ΨρϥϢΞτΰθΜρ◘ΜϘΰθʻꜛ ꜛ Υ₈ʺᴡΥ ϤσΨο

ςχϢΞσϜχϬ ︡ΰθϣΜΜΤễΠοϕΰΜπβʻ

ʾꜛ χ Υ ἇσχπʺ₈ άχ Ϭ ΜοϜμρ τ Ϧϥ σςτάιϩμοΜΦθΜρ◘ΜϘΰθʻ ΥΜΜЀр

ДЄдрσϣωʺОм˔ЫрІϜ Υϥρ◘Ξχπʺֵ НжрІϬϢΨ ϤθΜρ◘ΜϘΰθʻ

ʾꜛ ψΣ ΥῨΦσχπẈϙχ ψʺϢΨԐϭιϤβϥχπβΥΣ ψΚϘϤ ϣσΜ ΥϢϧΰΜπβΤˁϘθʺԐϭπϜ

ΜΜσϣςχΨϣΜϘπσϣΜΜπβΤˁ

ʾ ⱧϬΰμΤϤ ϥάρχ ήϬ ϤϘΰθʻФкГϱрωμΤϤρμοϜӪ ΥσΜρ Ϧθχπ3 ΰμΤϤ ϦϥϢΞ

τΰθΜπβʻ

ʾỲ τ ΥσΜχπʺΰμΤϤ ⱧϬ ϤθΜχπβΥӗΨοΰμΤϤֵ Υ ϦϥϜχψσΜπΰϡΞΤʻ

ʾ χⱲτⱲḧΥσΨ ΰθϤβϥάρΥπΦσΜχπβΥʺβΩτ⌠Ϧϥ ψσΜχπΰϡΞΤˁ

₈ χḇ ψʺ₈ϘπФкГϱрϞЂФзϬԐϛω Μρ◘μοΜθΥʺ ΨζΞπψσΜρ ϤϘΰθʻ

ꜛ χ χ ⱧϬ₈βΩτπϜᾋ β ΥΚϥσρḇαθʻ₈ Τ ϥ Ӥπ ΠοΜάΞρ◘Ξʻ

ꜛ ꜛ χ ₇χ ᶨΥςϦιΪӂΜΤΥ ΤϤϘΰθʻ Ϭ ΦΨβϥ1 χự ψНжрІϢΨֵ Ϭ ϥάριρ ΤϤ

ϘΰθʻϘθʺ ϜΰμΤϤρ μοΜΦθΜρ◘ΜϘβʻ

₈ϘπӪ꜡ΰοΦθάρΥʺ Ⱨτ σⱧχϕϭχԁ πΚϥάρτṓΥνΜθʻ

ꜛ ΥςϦιΪֵ Υ ϤοΜσΜΤϩΤμθʻβΩτ╥―τΰο ⱧτṓϬ ΪοΜΦθΜρ◘ΜϘΰθʻ

 ꜛ χ Ⱨπ︡ϦοΜσΜֵ τνΜο ϥάρΥπΦϘΰθʻζΰοʺ ⱧϬ ΠοΜΪω χνΨϤϜ ϩμοΨϥάρ

Ϭ ϦθχπροϜ Τμθπβʻ

ꜛ τςϦιΪχֵ Υ ϤοΜσΜχΤ ΤϤϘΰθʺ

ΰΜάρΥ ΨḇαθΥʺЀрРИπ ΠϥϜχψ μοΜΦθΜʻ

ֵ τḩΰοꜛ ψ τựΜχπϜμρ ΰΨ ϤθΜρḇαθʻꜛ ψ ︣Ϭԏ ΰοᶘ Ѐ˔ЎτσμοʺϢϤꜛ

χὲῴτṓϬᾏΞϢΞτσμθχπʺϢϤֵ τΦϬ►ΜθΜρ◘Ξʻ

ροϜ ếτσϤϘΰθʻ₈ψ ΜθάρϬם ΰοΜΜὫᴮϬ▪δϥϢΞτΰθΜρ◘ΜϘβʻ

ⱧτṓϬ►μοΜϥνϜϤπϜ Ӫ ΥσΜρṓξΦϘΰθʻάϦΤϣψРЌЬрϞ Ϭ₈ϘπϢϤϜӪ꜡ΰο ︡ΰ

οΜάΞρ◘ΜϘβʻ

₈ᵕχ„ṰϬ „ΰοʺ₈♆τ ϤοΜσΜϜχσς₈Ϙπ τ ᵔπΦοΜσΤμθʻ Ψχ ΰΜ ꜡ϬνΪϥάρΥπ

ΦθϤʺם∑τם“ΰοϙθΜρ◘Ξάρτ ᵓΠθϤβϥάρΥπΦθχπФжІτβϥάρΥπΦϘΰθʻ₈ῇψʺ₈ᵕᶘ

ϭιⱧϬᶨΤΰο ᶨχ ϦϬⱵΰοΜΦθΜρ◘ΜϘβʻ

ꜛ ϜΩự Υ κοΦθΤσρ◘μοΜϘϘπχ ⱧϬ ˑ―ΠοΜθϣϞμϊϤ ρΤΥ ϤοΜσσμθχπйН˔

Ϟ ʺ σςϬ ︡ΰοΜάΞϧ◘ΜϘΰθʻάϦΤϣϜϢϧΰΨΣḻΜΰϘβʻ

ʾΰμΤϤθϭϊΨלʺϵКиϻ˔ʺ Ϭρϥρ ᶐϛΥ Μʻʾ ϬΰμΤϤρϥρ▒ ϬθϛϦϥʻʾậ Њ˔Ј˔Ѕʺй

Н˔ʺΦχάϬ ϓϥʻροϜϢΨ ΤϤϘΰθʻ ΦθΜⱧψЮ˔иπ ϣδοΜθιΦϘβʻ

ʾ₈ᵕ ΞέίΜϘΰθʻꜛ ΥΜΤτ ΨσΜ ⱧϬΰοΜθΤϬϢΨ ΤϤϘΰθʻʾσΤσΤꜛ Ϝ Υ ΦΨσϣ

σΨο₉μοΜθχπβΥʺ₈ᵕχ„Ṱπם ΰοΜϢΞρ◘ΜϘΰθʻϘθꜛ Τϣל ΚϦωЮ˔иήδοΜθιΦϘβʻ

₈ᵕχ Ϭ Μοʺֵ Ϭρϥάρχ ήϬᵠϛοḇαθχπṓϬ►μοꜛ χ τ ΜֲốϬ ΠϣϦϥϢΞτΰθΜρḇ

αθʻ

χ„ṰϬ Μοʺ₈χꜛ τψςϭσֵ Υ ϤοΜσΜΤ ϥάρΥπΦθʻᴪχ ⱧπψΚϥ РЌЬр Ϭ ︡

πΦοΜθρ◘μοΜθΥʺ ϤοΣϣγʺϘθ ₇Τϣ Ϭ ︡βϥ ḈΥσΜθϛϸиЄϳЭϞ Ϝ ϤοΜσΜ

άρΥ ΤμθʻάϦΤϣάχ„ṰπᶘϭιάρϬ ΤΰοΜΦθΜʻ


